
小
山
先
生
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
和
歌
山
県
生
ま
れ
。
昭
和
十
八
年
大
阪
府
立
生
野
中
学
校
に
入
学
、
同
二
十
三
年
に
卒
業
す
る
が
、
新
制
の
教
育

課
程
に
し
た
が
っ
て
大
阪
府
立
生
野
高
等
学
校
に
編
入
し
、
翌
二
十
四
年
卒
業
。
そ
の
後
、
大
阪
大
学
文
学
部
史
学
科
に
入
学
、
二
十
八
年
に
卒
業
。
卒
業

後
、
大
阪
府
立
園
芸
高
校
教
諭
と
な
る
。
教
諭
を
し
な
が
ら
三
十
三
年
、
大
阪
大
学
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
修
士
課
程
に
進
み
、
三
十
五
年
三
月
修
了
。
修
了

後
、
市
岡
高
校
に
転
じ
る
が
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
四
月
、
関
西
大
学
に
講
師
と
し
て
採
用
さ
れ
、
爾
来
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
三
月
ま

で
、
三
十
五
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
関
西
大
学
文
学
部
に
在
職
、
後
進
の
指
導
に
当
た
っ
た
。

思
い
が
け
な
い
こ
と
に
三
ヶ
所
で
、
先
生
の
履
歴
と
私
の
経
歴
が
重
な
る
。
大
阪
府
立
生
野
高
等
学
校
、
大
阪
大
学
文
学
部
、
関
西
大
学
文
学
部
の
三
ヵ
所

で
あ
る
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
違
う
が
、
ま
る
で
十
七
歳
年
長
の
先
生
の
跡
を
追
う
か
の
よ
う
に
、
わ
た
し
は
高
等
学
校
・
大
学
と
進
み
、
関
西
大
学
で
教
員
と

し
て
見
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
小
山
先
生
は
、
わ
た
し
の
大
先
輩
で
あ
る
。
そ
ん
な
先
輩
は
、
小
山
先
生
し
か
い
な
い
。

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
四
月
、
関
西
大
学
文
学
部
に
移
っ
た
が
、
わ
た
し
の
研
究
室
は
、
先
生
の
左
隣
で
あ
っ
た
。
そ
の
至
近
距
離
に
、
先
輩
│
後
輩
の

気
安
さ
も
手
伝
い
、
先
生
は
か
な
り
の
頻
度
で
隣
の
わ
た
し
の
部
屋
を
ノ
ッ
ク
さ
れ
た
。「
ヤ
ブ
タ
ク
ン
ネ
」
の
一
言
で
部
屋
に
入
る
と
、
そ
れ
こ
そ
、
い
ろ

い
ろ
な
話
を
さ
れ
た
。
一
九
九
〇
年
当
時
、
出
て
お
ら
れ
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
早
朝
番
組
「
お
は
よ
う
朝
日
で
す
」
で
の
「
朝
刊
拾
い
読
み
」
の
こ
と
、
先
生

の
分
身
で
あ
っ
た
と
い
え
る
ピ
ー
ス
大
阪
の
行
く
末
、
委
員
長
と
事
務
局
長
を
立
て
続
き
に
さ
れ
た
大
阪
歴
史
学
会
の
こ
と
、
先
輩
で
あ
る
有
坂
隆
道
先
生
や

津
田
秀
夫
先
生
の
こ
と
、『
大
阪
大
空
襲

大
阪
が
壊
滅
し
た
日
』
が
毎
日
出
版
文
化
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
な
が
ら
賞
を
射
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、

実
に
い
ろ
ん
な
話
を
聞
い
た
。
わ
た
し
が
関
西
大
学
に
採
用
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
書
か
れ
た
業
績
審
査
書
の
コ
ピ
ー
を
見
せ
る
、
と
い
う
オ
マ
ケ
も
あ
っ
た
。

そ
ん
な
立
ち
話
の
な
か
で
、
忘
れ
が
た
い
一
言
が
あ
る
。
西
淀
川
公
害
裁
判
な
ど
の
社
会
活
動
が
多
忙
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
や
が
て
来
る
定
年
を
意
識

さ
れ
て
い
た
の
か
、
関
大
に
勤
め
て
二
年
ほ
ど
た
っ
た
頃
、「
大
学
院
生
の
こ
と
は
君
に
任
せ
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
お
蔭
で
着
任
後
、
近
世
史

専
攻
の
院
生
と
始
め
て
い
た
研
究
会
「
セ
ロ
リ
の
会
」
に
、
近
代
史
専
攻
の
院
生
が
加
わ
り
、
セ
ロ
リ
の
会
は
、
一
気
に
活
況
を
呈
し
た
。
そ
れ
は
、「
関
大

小
山
仁
示
先
生
を
偲
ぶ

藪

田

貫
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教
授
と
し
て
自
立
せ
よ
」
と
の
親
心
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
う
。
わ
た
し
も
す
で
に
定
年
を
前
に
す
る
年
齢
に
達
し
た
が
、
先
生
の
こ
の
配
慮
に
よ
っ
て
、
わ

た
し
の
関
大
生
活
が
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

隣
の
部
屋
を
訪
ね
る
と
き
先
生
は
、
し
ば
し
ば
本
を
持
っ
て
現
れ
た
。
刷
り
た
て
の
著
書
を
わ
た
し
に
、
手
づ
か
ら
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
原
稿
を

書
く
目
の
前
に
は
、『
大
阪
府
の
百
年
』（
芝
村
篤
樹
氏
と
の
共
著
）、『
戦
争

差
別

公
害
』、『
米
軍
資
料
日
本
空
襲
の
全
容
』
が
並
ん
で
い
る
。
先
生
み
ず

か
ら
、
代
表
的
著
書
と
い
う
『
大
阪
大
空
襲

大
阪
が
壊
滅
し
た
日
』
と
『
西
淀
川
公
害
』
も
研
究
室
に
あ
る
は
ず
だ
。
い
ず
れ
も
、
先
生
が
五
〇
歳
代
か
ら

六
〇
歳
代
に
か
け
て
渾
身
を
込
め
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。

そ
ん
な
著
書
群
の
傍
ら
に
、
一
九
七
八
年
七
月
八
日
の
奥
付
を
持
つ
一
冊
の
本
が
立
っ
て
い
る
。『
朋
友
の
碑
』
で
あ
る
。「
大
阪
府
立
生
野
中
学
校
二
十
四

期
生
卒
業
三
〇
周
年
記
念
」
と
副
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七
八
年
と
い
え
ば
、
先
生
四
十
七
歳
の
頃
の
も
の
で
あ
る
。
わ
た
し
が
関
西
大
学
に
着
任
し

た
の
が
一
九
九
〇
年
で
あ
る
か
ら
、
十
二
年
も
前
の
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
を
わ
た
し
は
、
隣
の
研
究
室
の
先
生
か
ら
貰
っ
た
の
で
あ
る
。
生
野
中
学
│
生
野
高

校
の
先
輩
と
し
て
の
好
意
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

浅
黄
色
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
に
白
二
本
の
線
が
入
り
、
四
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
（
こ
れ
は
わ
た
し
の
判
断
）
が
立
つ
図
柄
に
大
き
く
「
朋
友
の
碑
」
と
あ
り
、
碑

に
は
「
い
し
ぶ
み
」
と
仮
名
が
振
っ
て
あ
る
。
四
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
六
月
七
日
の
大
阪
大
空
襲
で
命
を
落
と
し
た
学
友
四
名

で
あ
る
こ
と
は
、
本
を
紐
解
け
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
Ａ
五
版
四
五
一
頁
か
ら
な
る
こ
の
本
の
編
集
と
校
正
に
先
生
は
、
同
級
生
藤
井
直
正
氏
と
と
も
に
当
た

っ
た
の
で
あ
る
。

冒
頭
「
は
じ
め
に
」
に
、
こ
ん
な
一
文
が
あ
る
。

電
話
が
か
か
り
、
梅
田
で
会
う
約
束
の
出
来
た
小
山
君
は
、
あ
の
こ
ろ
、
と
も
に
同
じ
町
内
で
六
月
十
五
日
の
空
襲
の
時
に
は
、
少
年
と
し
て
二
人
だ

け
最
後
ま
で
真
黒
な
煙
と
真
赤
な
猛
火
の
中
に
踏
み
止
ま
り
、
わ
が
町
を
救
お
う
と
し
た
猪
飼
野
の
若
き
親
衛
隊
同
志
で
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
一
生
懸
命

勉
強
し
ま
し
た
。
学
問
に
人
生
を
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
今
で
は
関
西
大
学
の
歴
史
学
の
教
授
だ
と
言
う
そ
の
彼
が
「
岡
本
君
、
記
録
を
作
り
、
本
に
し

た
ら
ど
う
や
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
私
は
そ
の
時
、
ま
だ
話
さ
え
出
来
て
い
な
い
の
に
オ
ー
バ
ー
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、「
救
わ
れ
た
」
よ
う
な

気
が
し
た
の
で
す
。
こ
れ
だ
、
こ
れ
こ
そ
四
人
と
我
々
の
記
念
碑
だ
と
思
い
ま
し
た
。

一
方
「
あ
と
が
き
」
に
は
、「
四
人
の
友
の
た
め
の
鎮
魂
の
詩
と
し
た
い
と
い
う
一
念
で
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
失
わ
れ
て
い
く
記
憶
を
後
の
世
代
、
息
子

や
娘
た
ち
、
生
野
高
校
の
後
輩
た
ち
に
語
り
つ
ぎ
た
い
と
も
思
う
の
で
す
」
と
あ
る
。
わ
た
し
は
ま
さ
に
、
そ
の
一
人
な
の
で
あ
る
。
そ
の
一
人
と
し
て
十
一

年
間
、
関
西
大
学
で
研
究
室
を
隣
り
合
わ
せ
に
し
た
の
で
あ
る
。
小
山
仁
示
先
生
の
後
輩
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
に
と
っ
て
大
い
な
る
僥
倖
で
あ
っ
た
。

（
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）
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